
1 月 ２学期始業式　

2 火

3 水 給食開始　２測定

4 木 PTA本部役員会

5 金 お話の会

6 土

7 日

8 月 お話の会　委員会活動　ALT

9 火

10 水 下校指導

11 木 音読集会　下校指導ボランティア

12 金 お話の会

13 土

14 日

15 月 敬老の日

16 火 口座振替

17 水

18 木 双葉さん交流３年生

19 金

20 土

21 日

22 月 ALT　運動会係打ち合わせ

23 火 秋分の日

24 水

25 木 市SC

26 金

27 土

28 日 美化作業（８時～10時）

29 月 委員会活動

30 火

９　 月　の　 行   事  予  定

10月8日（水）運動会予行練習　　　　　１８日（土）運動会

20日（月）振替休業日　　　　　３１日（金）秋の遠足12345年

８・９月分（９月１６日振替）
給食費　　　4，400円
教材費　　学年だより　参照
PTA会費等　　　１人目　　１，４００円1，400円

　２人目　　１，４００円1，400円
　３人目　　　　　　０円　　　0円

旅行等積立
　　　　　４年　　2，000円
　　　　　５年　　4，000円
　　　　　６年　　3，000円

織田っ子 
桜井市立織田小学校 

    令和 7(2025)年 9 月号 

【本校の教育目標】 

・豊かな心  ・自ら学ぶ力 

・たくましい力 
【めざす児童像】 

なかまとともに伸びる子 

明るく心豊かな子 

自ら学びよく考える子 

健やかでたくましい子 
 

さあ 2 学期の 

スタートです！！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

長いと思っていた夏休みが、あっという間に終わりました。休

み中は、毎日のように熱中症警戒情報が出される異常な暑さでし

た。９月に入っても、まだまだ暑い日が続きそうです。体調管理

には十分気をつけていきましょう。 

さて、２学期の始業式、不安な気持ちで登校した子もいたと思

いますが、子どもたちが元気な顔を見せてくれたことは、何より

幸せなことです。運動会や修学旅行、秋の遠足など、楽しい行事

がたくさんあります。さあ、2学期！！ みんなでわくわくする

学校にしましょう！ 

この季節、自然に癒やされる一方、自然の恐ろしさを痛感する

ことがあります。一人一人の力は小さいですが、みんなで知恵を

出し合い協力し合って、生きのびる工夫をしましょう。９月１日

は防災の日です。ぜひ、各家庭で防災・減災について、子どもた

ちと話し合ってみてください。 

 

 

世界で初めて原爆が投下された広島でも、戦後 80 年の

節目の年を迎えました。この夏は様々なところで、戦後 80

年の催しが開催されていました。 

本校でも平和について考える取り組みを夏休み前に実

施しました。また、6 年生は 11 月に広島へ修学旅行に行き

ます。戦争体験者の高齢化が進み、体験の直接的な継承が

困難になってきましたが、今年も語り部の方の話を聞かせ

ていただく予定です。 

この節目の年に、私たち一人一人が平和について思いを

巡らせ、それぞれが自らの言葉で未来へと伝えていくこと

の大切さを感じていきたいと思います。平和学習が、単な

る知識の伝達ではなく、子どもたちが歴史の重みを受け止

め、未来を紡いでいくことを願って。 

平和への誓い 
いつかはおとずれる、被爆者のいない世界。 

同じ過ちを繰り返さないために、多くの人が事実を知る必要

があります。 

原子爆弾が投下されたあの日のことを、思い浮かべたことは

ありますか。昭和20年(1945年)8月6日午前8時 15分。 

この広島に人類初の原子爆弾が投下され、一瞬にして当たり

前の日常が消えました。誰なのか分からないくらい皮膚がた

だれた人々。涙とともに止まらない、絶望の声。 

一発の原子爆弾は、多くの命を奪い、人々の人生を変えたの

です。 

被爆から 80 年が経つ今、本当は辛くて、思い出したくない

記憶を伝えてくださる被爆者の方々から、直接話を聞く機会

は少なくなっています。 

どんなに時が流れても、あの悲劇を風化させず、記録として

被爆者の声を次の世代へ語り継いでいく使命が、私たちには

あります。 

世界では、今もどこかで戦争が起きています。大切な人を失

い、生きることに絶望している人々がたくさんいます。 

その事実を自分のこととして考え、平和について関心をもつ

こと。多様性を認め、相手のことを理解しようとすること。

一人一人が相手の考えに寄り添い、思いやりの心で話し合う

ことができれば、傷つき、悲しい思いをする人がいなくなる

はずです。 

周りの人たちのために、ほんの少し行動することが、いずれ

世界の平和につながるのではないでしょうか。 

One voice 

たとえ一つの声でも、学んだ事実に思いを込めれば、変化を

もたらすことができるはずです。大人だけでなく、こどもで

ある私たちも平和のために行動することができます。 

あの日の出来事を、ヒロシマの歴史を、二度と繰り返さない

ために、私たちが、被爆者の方々の思いを語り継ぎ、一人一

人の声を紡ぎながら、平和を創り上げていきます。 

令和7年（2025年）8月6日 

（下線は宮迫） 

今年も 8 月 6 日の朝がきま

した。80年前のこの日にあ

ったことを、絶対に忘れて

はいけません。 


